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新しい上富良野小学校の
基本設計まとまる

　

既
存
の
１
線
校
舎
を
先
行
解
体
し
、
そ
の

部
分
に
校
舎
を
建
設
す
る
こ
と
で
、
ゆ
と
り

の
あ
る
校
舎
と
な
り
ま
す
。
既
存
の
広
々
と

し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
こ
と

�
高
機
能
で
多
機
能
な
学
習
空
間
の
あ
る

学
校

　

玄
関
・
職
員
室
な
ど
管
理
部
分
を
進
入
路

側
に
、
普
通
教
室
は
南
側
に
、
特
別
教
室
は

北
側
に
配
置
し
、
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
と
一
体

的
に
利
用
で
き
る
移
動
家
具
に
よ
り
仕
切
ら

れ
た
教
室
と
し
ま
す
。

　

異
学
年
や
地
域
と
の
交
流
広
場
と
な
る
段

床
ホ
ー
ル
・
展
望
ホ
ー
ル
を
設
置
し
、
学
習

発
表
や
作
品
展
示
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
会
、

児
童
会
活
動
な
ど
様
々
な
展
開
で
の
活
用
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

　

１
階
の
多
目
的
教
室
は
放
課
後
ス
ク
ー
ル

や
地
域
の
会
議
、
災
害
時
の
避
難
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

�
地
域
と
の
交
流
・
連
携
、
地
域
活
動
の

拠
点
と
し
て
の
学
校

で
、
運
動
会
や
学
校
開
放
な
ど
の
事
業
も
工

事
期
間
中
、
現
状
通
り
利
用
で
き
ま
す
。
既

存
校
舎
解
体
部
分
は
、
駐
車
場（
計　

台
収

１００

容
）な
ど
ゆ
っ
た
り
と
し
た
オ
ー
プ
ン
空
間

と
な
り
ま
す
。

　

隣
接
す
る
住
宅
地
へ
の
日
照
阻
害
や
圧
迫

感
を
抑
え
る
よ
う
一
定
の
距
離
を
確
保
し
た

な
か
で
一
部
３
階
建
と
し
ま
す
。
通
学
路
は

２
方
向
を
確
保
し
、
利
便
性
の
高
い
通
学
動

線
と
し
ま
す
。　

ま
た
、
駐
車
場
へ
の
ア
ク

セ
ス
も
２
方
向
と
し
て
、
安
全
な
歩
車
分
離

動
線
と
し
ま
す
。

　平成23年６月から検討を重ねてきました上富良野小学校の基本設計がまとまりました。今後は、平成2平成23年６月から検討を重ねてきました上富良野小学校の基本設計がまとまりました。今後は、平成24年4年
度に実施設計を行い、平成25年度から２年計画で新校舎を建設する予定です。度に実施設計を行い、平成25年度から２年計画で新校舎を建設する予定です。
上富良野小学校建設検討委員会　上富良野小学校建設検討委員会（（委員長藤木友善上富良野小学校長以下10名の委員委員長藤木友善上富良野小学校長以下10名の委員））と事務局・設計事務所と事務局・設計事務所
により計７回の委員会を開いて審議・視察を行い新しい上富良野小学校の基本設計をまとめました。により計７回の委員会を開いて審議・視察を行い新しい上富良野小学校の基本設計をまとめました。

�
敷
地
の
合
理
的
な
利
用
と
効
率
的
な
建

替
計
画
を
行
い
、
ゆ
と
り
の
あ
る
学
校

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎ののののののののののののののののののののの基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基基本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本とととととととととととととととととととととなななななななななななななななななななななるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる新校舎の基本となる
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吹
抜
を
利
用
し
た
自
然
風
が
流
れ
、
自
然

採
光
が
入
る
や
さ
し
い
室
内
環
境
づ
く
り
を

め
ざ
し
ま
す
。

　

外
断
熱
、
太
陽
光
発
電
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

を
利
用
し
た
床
暖
房
な
ど
二
酸
化
炭
素
の
発

生
を
抑
え
、
維
持
管
理
費
の
少
な
い
学
校
と

し
ま
す
。
ま
た
身
近
な
部
分
へ
地
場
産
の
木

材
を
採
用
し
ま
す
。

　

１
階
教
室
ゾ
ー
ン
や
２
階
展
望
ホ
ー
ル
・

音
楽
室
や
３
階
高
学
年
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
か

ら
、
美
し
い
十
勝
岳
が
望
め
る
空
間
構
成
と

し
ま
す
。　

�
十
勝
岳
に
抱
か
れ
た
自
然
環
境
を
生

か
し
た
学
校

�
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
で
誰
に
で
も
や
さ
し
い

学
校

　

障
が
い
の
あ
る
児
童
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の

お
年
寄
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
や
ベ
ン
チ
の
設
置
、
段
差
の
な
い
玄

※
外
構
整
備
に
向
け
て
、
記
念
事
業
な
ど
で

植
樹
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
な
ど
を
埋
設
し

た
情
報
を
ご
存
知
の
方
は
、
教
育
振
興
課

学
校
教
育
班
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

教
育
振
興
課
学
校
教
育
班

　
�
�
6
6
9
9

　

職
員
室
は
、
玄
関
・
通
学
路
や
校
舎
全
体

を
見
渡
せ
る
位
置
に
配
置
し
、
段
床
ホ
ー
ル

を
通
し
て
教
室
前
や
特
別
教
室
前
の
廊
下

�
安
全
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
学
校

を
上
下
階
と
も
見
渡
せ
ま
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
２
階
展
望
ホ
ー
ル
か

ら
見
渡
せ
、
ま
た
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
グ

ラ
ン
ド
全
体
を
管
理
し
ま
す
。　

関
周
り
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
し
ま
す
。

　

１
階
の
多
目
的
ト
イ
レ
は
、
学
校
開
放
や

運
動
会
な
ど
で
も
容
易
に
利
用
で
き
る
よ
う

玄
関
そ
ば
に
設
置
し
ま
す
。

【１階】

【２階】

【３階】

��� 上富良野小学校基本設計：平面図 ���
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高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
方
の

　

お
支
払
い
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
の
高
額
療
養
費
制
度
の
仕
組
み

で
は
、
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
と
き
、

ひ
と
月
の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
以

上
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
い
っ
た
ん
そ
の
額

を
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
4

月
1
日
か
ら
は
、
限
度
額
を
超
え
る
分
を
窓

口
で
支
払
う
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。（
た
だ

し
、
同
一
の
医
療
機
関
な
ど
に
限
ら
れ
ま

す
。）

　
　

歳
未
満
の
方
と　

歳
以
上
の
非
課
税
世

70

70

帯
な
ど
の
方
は
、
事
前
に
、
ご
加
入
の
健
康

保
険
組
合
な
ど
か
ら
限
度
額
適
用
認
定
証
の

交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
、
ご
加
入
の
健
康
保
険
組
合
な
ど
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

国
保
以
外
の
方
は
、
ご
加
入
の
健
康
保
険
か

ら
交
付
さ
れ
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
役
並
み
所
得
者
の
方
の
自
己
負

担
は
「
３
割
」
で
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

も
据
え
置
か
れ
ま
す
。

平
成

年
４
月
１
日
か
ら
「
認
定
証
」
な
ど
を
提
示
す
る
こ
と
で
窓
口
で
の

24

支
払
い
が
一
定
の
金
額
に
と
ど
め
ら
れ
ま
す

　

歳
〜　

歳
の
方
へ

７０

７４

　

現
在
、　

歳
か
ら　

歳
の
方
に
発
行
し
て

７０

７４

い
る
「
高
齢
受
給
者
証
」
の
一
部
負
担
金
の

割
合
は
、
制
度
改
正
に
よ
り
平
成　

年
４
月

24

１
日
か
ら
「
２
割
」
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予

定
で
し
た
が
、
こ
の
改
正
が
凍
結
さ
れ
、
平

成　

年
３
月　

日
ま
で
「
１
割
」
に
据
え
置

25

３１

か
れ
ま
す
。
国
保
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
に

は
、
３
月
下
旬
に
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す
の
で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
負
担
割
合
が
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す

自己負担限度額
所得区分

外来+入院（世帯単位）
外来

（個人単位）
80,100円
+

（医療費－267,000円）×1％
44,400円現役並み

所得者

44,400円12,000円一般（課税）

24,600円
8,000円

Ⅱ住民税
非課税 15,000円Ⅰ

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
と
き

※非課税世帯などで認定証を窓口に提示できなかった場合は、ご加入の健康保
険組合に高額療養費の支給申請をしてください。後日、支払った窓口負担と
限度額の差額が、ご加入の健康保険組合などから支給されます。

�� 必要な手続き ��

広報かみふらの 2012.3  �

病院・薬局などで事前の手続き高額な外来診療受診者

「認定証」を窓口に提示
してください

加入する健康保険組合
などに「認定証」（限度額
適用認定証）の交付を申
請してください

・70歳未満の方
・70歳以上の非課税世
帯の方

「高齢受給者証」を窓口
に提示してください必要ありません70歳以上75歳未満で

非課税世帯ではない方

「後期高齢者医療被保
険者証」を窓口に提示し
てください

必要ありません75歳以上で非課税世帯
ではない方

健
康
保
険
組
合
な
ど

病
院
・
薬
局
な
ど

高額の外来診療を受けたとき高額の外来診療を受けたとき

※窓口支払いが一定上
限額に（窓口支払い
の上限額は、所得に
応じて異なります。）

②認定証の交付

③認定証を提示

①事前に認定証の申請

自己負担限度額所得区分
150,000円

+
（医療費－500,000円）×1％

上位所得者

80,100円
＋

（医療費－267,000円）×1％
一般（課税）

35,400円住民税非課税

高額療養費自己負担限度額（月額）

�70歳未満の方

�70歳以上の方

※同一医療機関などにおける自己負担（院外処方代
を含む）では上限額を超えないときでも、同じ月の
複数の医療機関などにおける自己負担（70歳未満
の場合は２万１千円以上であること）を合算する
ことができ、合算額が負担の上限額を超えれば、
高額療養費の支給対象となります。

問
合
せ　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
　
　
　
�
�
6
9
8
5
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問
合
せ

　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
�
�
6
9
8
5

�
こ
ん
な
と
き
に
持
っ
て
い
る
と
便
利
で
す

「
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
は
身

分
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

運
転
免
許
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
や
高
齢

で
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
方
な
ど
、
身
分

を
証
明
す
る
も
の
を
お
持
ち
で
な
い
と
き
に

便
利
で
す
。

�
市
区
町
村
の
窓
口
や
金
融
機
関
な
ど
で
公

的
な
証
明
と
し
て
利
用
で
き
ま
す

�
戸
籍
の
届
出
や
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
交

付
請
求
す
る
と
き
の
本
人
確
認
に
使
用
で

き
ま
す
。

�
銀
行
で
口
座
を
開
設
す
る
と
き
な
ど
の
本

人
確
認
に
使
用
で
き
ま
す
。

※
一
部
の
事
業
者
で
、利
用
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

写
真
付
き

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

運
転
免
許
証
な
ど
の
公
的
な
証
明
書

を
お
持
ち
で
な
い
方
に
最
適
で
す

�
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、
こ
ん
な
こ
と

に
も
使
え
ま
す

�
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
に
電
子
証
明
書
を

格
納
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
電
子
申
請（
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
な
ど
）

が
利
用
で
き
ま
す
。

�
申
請
方
法

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑（
シ
ャ
チ
ハ
タ
以
外
）

②
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
で
き
る
顔
写

真
付
き
の
公
的
な
証
明（
お
持
ち
の
方
は

即
日
交
付
し
ま
す
。）

※
本
人
確
認
で
き
る
顔
写
真
付
き
の
公
的
な

証
明
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
郵
送
に
よ

る
方
法
で
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

③
写
真（
役
場
で
無
料
で
撮
影
し
て
い
ま

す
。）

④
交
付
手
数
料　
　

円
500

※　

歳
以
上
は
無
料
で
す
。

70
▼
申
請
場
所

　

役
場
１
階
町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

▼
そ
の
他

�
カ
ー
ド
作
製
に
少
々
時
間
が
か
か
り
ま
す

の
で
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

�
暗
証
番
号（
数
字
４
け
た
）が
必
要
で
す
。

届出に必要なものなど届出期間異動の内容届出の種類

前住所地発行の転出証明書住み始めた日から14日以内他市町村から上富良野町に引
越しをしたとき転入届

届出をしないで転出したとき
は郵送で届出をすることもで
きます。

転出予定日の14日前から上富良野町から他市町村へ引
越しをするとき転出届

新しい住所に住み始めた日か
ら14日以内

上富良野町内で住所を変更し
たとき転居届

変更した日から14日以内世帯に変更があったとき

世帯変更届
・世帯合併届
・世帯分離届
・世帯主変更届
・世帯構成変更届

◆届出人は…　
　・本人または世帯主です。代理人の場合は、委任状が必要です。
　・届出人の本人確認するものが必要です。運転免許証や住民基本台帳カードなどの身分証明書、又は健康保険

証、年金手帳などをお持ちください。　　

■届出窓口・問合せ　町民生活課総合窓口班　��6985

住 民 異 動 転入・転出・転居・世帯変更があったとき
は届出が必要です

お持ちお持ち
ですか？ ですか？

《住民基本台帳カード》
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住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
警警警警警警警警警警警警警警警警警警警警
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
器器器器器器器器器器器器器器器器器器器器

住
宅
用
火
災
警
報
器

奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏奏
功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
例例例例例例例例例例例例例例例例例例例例
のののののののののののののののののののの
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介

  
奏
功
事
例
の
ご
紹
介

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
奏
功
事
例
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

奏
功
事
例�

　

就
寝
中
、
掛
け
布
団
が
電
気
ス
ト
ー
ブ
に

接
触
し
て
出
火
し
た
が
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
が
鳴
っ
た
た
め
、
目
を
覚
ま
し
、
掛
け
布

団
を
屋
外
へ
出
し
て
消
火
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

奏
功
事
例�

　

調
理
中
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
寝
て
し
ま

い
、
鍋
が
空
だ
き
状
態
と
な
っ
て
煙
が
発
生

し
た
が
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
鳴
っ
た
た

め
、
目
を
覚
ま
し
、
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
の
火
を

消
し
て
火
災
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き

た
。 奏

功
事
例
を
紹
介
し
ま
す

奏
功
事
例
を
紹
介
し
ま
す

　

奏
功
事
例
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
は
火
災
の
発
生
を
早
期
に

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
効
果

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
な
ど
、
ご
不

明
の
こ
と
が
あ
れ
ば
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

上
富
良
野
消
防
署
指
導
係

　
�
�
2
1
1
0

【
上
富
良
野
消
防
署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

問
合
せ

問
合
せ

http://w
w
w
.tow
n.kam

ifurano.hokka

ido.jp/hp/shoubou/shouboutop.htm
l

教
え
て
く
れ
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
命

や
財
産
を
守
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
火
災
死
者
数
は
、
昼
間
よ
り
就
寝
中

に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、
設
置
が
義

務
と
な
っ
て
い
る
寝
室（
寝
室
が
２
階
に
あ

る
場
合
は
階
段
の
踊
り
場
に
も
設
置
義
務
が

あ
り
ま
す
）に
設
置
し
て
、
我
が
家
の
備
え

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

の
詳
し
い
情
報
は
、
上
富
良
野
消
防
署
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見
晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴晴
台台台台台台台台台台台台台台台台台台台台
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用

見
晴
台
公
園
利
活
用

検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検
討討討討討討討討討討討討討討討討討討討討
ワワワワワワワワワワワワワワワワワワワワ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
クククククククククククククククククククク
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ョョョョョョョョョョョョョョョョョョョョ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
ププププププププププププププププププププ

 
検
討
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

見
晴
台
公
園
の
利
活
用
の
検
討
に
つ
い

て
、
町
民
の
皆
様
に
参
加
い
た
だ
い
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
検
討
さ
れ
た

成
果
は
提
言
書
と
し
て
町
へ
提
出
し
、
平
成

　

年
度
策
定
予
定
の
観
光
振
興
計
画
へ
も
一

２４部
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
議
論
の
ま
と
め
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
町
行
政
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

�
第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
１
月　

日
）

３１

�
見
晴
台
公
園
は
観
光
に
お
い
て
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
考
え
ら
れ
、
町
中
へ
の
入

口
と
し
て
拠
点
に
な
り
え
る
。

�
観
光
の
一
方
で
、
地
域
に
配
慮
し
た
憩
い

の
場
と
し
て
機
能
し
う
る
。

�
第
２
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
２
月　

日
）

15

眺
望
の
丘
に
つ
い
て

�
見
晴
台
公
園
の
魅
力
と
し
て
活
か
し
て
い

く
べ
き
。

�
十
勝
岳
へ
の
眺
望
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
重

要
。

�
丘
と
樹
木
を
生
か
し
な
が
ら
防
風
や
眺
望

を
確
保
し
て
い
く
べ
き
。

住
宅
側
に
つ
い
て

�
住
宅
側
に
風
や
騒
音
が
い
か
な
い
よ
う
防

風
樹
林
を
植
え
て
は
ど
う
か
。

駐
車
場
に
つ
い
て

�
駐
車
場
の
出
入
口
が
問
題
で
あ
り
、
ア
ク

セ
ス
し
に
く
い
た
め
、
改
善
す
る
べ
き
。

�
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
騒
音
が
課
題
で
あ
る
た

め
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
道
路
の
反
対
側
に

し
て
は
ど
う
か
。

芝
生
・
防
災
に
つ
い
て

�
防
災
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
考
慮
し
、
一

部
平
坦
な
場
所
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

�
防
災
機
能
を
持
た
せ
る
べ
き
。

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

�
人
が
入
っ
て
み
た
い
と
思
う
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
す
べ
き
。

�
機
能
の
充
実
を
考
慮
し
て
位
置
の
検
討
を

行
う
べ
き
。

�
規
模
が
小
さ
く
、
位
置
も
邪
魔
に
な
る
た

め
移
設
し
て
ど
う
か
。

�
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
ト
イ
レ
を
一
つ
の

建
物
に
す
る
と
良
い
の
で
は
な
い
か
。

問
合
せ

　

建
設
水
道
課

　
�
�
6
9
8
１

町
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.town.kam
ifurano.hokkaido.jp/
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町
民
ポ
ス
ト

町
民
ポ
ス
ト
【
ご
意
見
】

【
ご
意
見
】

　

月
か
ら
２
月
ま
で
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い

１０た
だ
い
た
主
な
ご
意
見
と
回
答
を
紹
介
し
ま
す

　

日
の
出
山
は
花
が
き
れ
い
に
咲
き
芝
生
も

刈
ら
れ
、
施
設
も
整
備
・
管
理
さ
れ
、
気
持

ち
よ
く
散
歩
で
き
る
場
所
の
一
つ
で
す
。
た

だ
、
残
念
に
感
じ
た
の
が
、
山
頂
の
建
物
屋

上
に
あ
る
十
勝
岳
連
峰
の
説
明
図
で
す
。
山

の
絵
が
実
際
と
か
な
り
異
な
り
、
ど
れ
が
ど

の
山
を
指
す
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
絵
を
描

き
直
す
か
、
写
真
を
拡
大
し
て
は
る
な
ど
し

た
方
が
よ
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
回
答
】
建
設
水
道
課
建
設
班

　

現
在
の
看
板
は
、
十
勝
岳
連
峰
の
ペ
イ
ン

ト
が
は
が
れ
理
解
で
き
な
い
た
め
、
来
年

度
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
ま
で
に
は
新
し
い
説
明

図
と
交
換
し
ま
す
。

問
合
せ

　

町
民
生
活
課

　

自
治
推
進
班

　
�
�
6
9
8
5

町
民
ポ
ス
ト

ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

町
民
ポ
ス
ト

町
民
ポ
ス
ト
【
ご
意
見
】

【
ご
意
見
】

い
点
が
あ
り
ま
す
。

　

自
宅
前
8
時　

分
や
９
時　

分
の
運
行
時

30

30

間
も
あ
れ
ば
、
も
っ
と
利
用
す
る
こ
と
が
多

く
な
る
と
思
い
ま
す
。

【
回
答
】
総
務
課
企
画
財
政
班

　

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
ご
利
用
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
で
は
４
月
か
ら
、
市
街
地
、
東
中
地
区
、

富
原
地
区
、
島
津
地
区
で
予
約
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
試
行
運
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本

事
業
は
町
が
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
委
託
し
て

い
る
た
め
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
通
常
営
業

に
支
障
が
な
い
範
囲
で
の
便
数
、
運
行
時
間

帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
増
便
に
つ

い
て
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
ご
意

見
に
あ
り
ま
す
運
行
時
間
帯
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
の
全
町
実
施
に
向
け
た
協
議

の
中
で
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
は
、
安
い
料
金
で
利

用
で
き
大
変
良
い
こ
と
だ
と
喜
ん
で
い
ま
す

が
、
時
間
帯
や
予
約
状
況
な
ど
納
得
で
き
な

　

そ
の
他
、
除
雪
や
雪
ま
つ
り
に
つ
い
て

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
意
見
と
回
答
は
、
役
場
１
階
町
政
情

報
提
供
コ
ー
ナ
ー
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

町
民
ポ
ス
ト

町
民
ポ
ス
ト
【
ご
意
見
】

【
ご
意
見
】

う
か
。

【
回
答
】
町
民
生
活
課
生
活
環
境
班

　

ご
み
出
し
の
時
間
に
つ
い
て
は
、
ご
み
分

別
の
手
引
き
な
ど
に
よ
り
、
収
集
日
の
午
前

８
時　

分
ま
で
に
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お

30

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
な

ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
場
合
は
、
収
集
業
者

に
決
め
ら
れ
た
時
間
前
に
収
集
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
指
導
し
て
い
き
ま
す
。

　

あ
け
ぼ
の
、
わ
か
ば
、
わ
か
く
さ
の
3
台

　

行
政
施
策
や
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど
に

対
し
て
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
に
、
町
民

ポ
ス
ト
と
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
電
子
ポ
ス

ト
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

町
民
ポ
ス
ト
設
置
場
所　

役
場
庁
舎
、
保
健

福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
か
み
ん
、
社
会
教
育

総
合
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
、
町
立
病
院
、

郵
便
局
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
中
茶

屋
、
駅
、
Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
上
富
良
野
支
所

行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.tow
n.kam

ifurano.hokkaido.jp/

町民ポスト電子版
QRコード

ご
意
見
を

ご
意
見
を

町
民
ポ
ス
ト

町
民
ポ
ス
ト
【
ご
意
見
】

【
ご
意
見
】

　

朝
８
時　

分
に
ご
み
を
出
し
に
行
っ
た
と

20

こ
ろ
収
集
し
た
後
で
し
た
。
た
ま
に
８
時　
30

分
前
に
収
集
車
が
来
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
朝
何
時
ま
で
に
出
せ
ば
い
い
の
で
し
ょ

の
大
型
バ
ス
が
巡
回
し
て
い
る
が
乗
客
は

空
っ
ぽ
状
態
。
燃
料
代
、
人
件
費
、
管
理
費

を
含
む
莫
大
な
お
金
を
捨
て
て
い
る
。
交
通

安
全
上
も
非
常
に
危
険
を
感
じ
る
。

　

台
数
の
削
減
、
巡
回
の
削
減
、
バ
ス
の
小

型
化
な
ど
交
通
安
全
対
策
を
含
め
て
効
率
的

に
創
意
工
夫
し
て
除
雪
・
維
持
な
ど
に
回
し

て
は
。

【
回
答
】
総
務
課
企
画
財
政
班

　

現
在
運
行
し
て
い
る
町
営
バ
ス
は
、
郡
部

よ
り
通
学
す
る
児
童
生
徒
の
登
下
校
の
た
め

の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
、
高
齢
者
の
方
々
の
病

院
、
買
物
、
公
共
施
設
な
ど
へ
出
か
け
る
足

と
し
て
利
便
性
を
図
る
目
的
で
混
乗
方
式
に

よ
り
５
台
の
バ
ス
を
１
日
４
便
市
街
地
も
循

環
し
て
運
行
し
て
お
り
、
教
育
振
興
や
福
祉

向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
の
小
型
化
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒

の
登
下
校
や
学
習
利
用
の
利
用
実
態
な
ど
を

考
慮
し
て
最
小
限
の
規
模
の
バ
ス
を
導
入
す

る
よ
う
計
画
的
に
更
新
し
て
い
る
実
態
に
あ

り
ま
す
。
交
通
安
全
に
つ
い
て
も
十
分
注
意

し
運
行
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
交
通
安
全

に
努
め
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
の
手

助
け
と
な
る
よ
う
、
点
検
と
改
善
に
取
り
組

み
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。　
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る
の
か
を
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
な
か
よ
し
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、
児
童
生
徒

に
よ
る
話
し
合
い
を
通
し
て
、
今
後
さ
ら
に

協
力
し
て
、
よ
り
良
い
生
活
を
送
ろ
う
と
す

る
気
持
ち
を
高
め
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
児
童
生
徒
が
「
い
の
ち
」
を
考

え
る
取
り
組
み
へ
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
さ

ら
に
幅
広
い
活
動
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

児
童
生
徒
が
自
ら
「
い
の
ち
」
に
つ
い
て

考
え
行
動
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ

と
で
す
。

　

地
域
の
青
少
年
が
健
や
か
に
育
ま
れ
る
こ

と
を
願
い
、
地
域
住
民
と
し
て
声
掛
け
運
動

な
ど
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

小小小小小小小小小小小小小小
学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校
、、、、、、、、、、、、、、
中中中中中中中中中中中中中中
学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校
、、、、、、、、、、、、、、
高高高高高高高高高高高高高高
等等等等等等等等等等等等等等
学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校
にににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるるるるるる

小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
に
よ
る

   
エエエエエエエエエエエエエエ
ココココココココココココココ
キキキキキキキキキキキキキキ
ャャャャャャャャャャャャャャ
ッッッッッッッッッッッッッッ
ププププププププププププププ
なななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどど

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
ののののののののののののののの
取取取取取取取取取取取取取取
りりりりりりりりりりりりりり
組組組組組組組組組組組組組組
みみみみみみみみみみみみみみ

取
り
組
み

　

町
内
の
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の

児
童
会
と
生
徒
会
が
中
心
と
な
り
、
ひ
と
つ

の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
話
し
合
い
活
動
を
行
う

「
な
か
よ
し
サ
ミ
ッ
ト
」
を
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
も
「
い
の
ち
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
「
い
の
ち
」
に
係
る
取
り
組
み

と
し
て
、
次
の
３
項
目
に
つ
い
て
、
３
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
日
頃
か
ら
各
学
校

で
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
の
紹
介
や
成
果
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

�
植
物
を
育
て
る
取
り
組
み

�
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
や
リ
ン
グ
プ
ル

　

の
取
り
組
み

�
交
通
安
全
に
関
す
る
取
り
組
み　

　

発
表
の
後
、
意
見
交
換
と
交
流
を
し
な
が

ら
、
今
後
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
考
え

ら
れ
る
か
、
全
町
的
に
ど
ん
な
こ
と
が
で
き

問
合
せ

　

上
富
良
野
の
青
少
年
健
全
育
成
を
す
す
め

　

る
会
事
務
局（
教
育
委
員
会
内
）

　
�
�
５
５
１
１

　

な
か
よ
し
サ
ミ
ッ
ト
で
決
定
し
た
こ
と

は
、
全
町
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
地
域
住

民
の
皆
様
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
の
回
収
箱
、
リ
ン
グ
プ
ル
の
回
収
箱
を
社

会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー
や
役
場
な
ど
の
公
共

施
設
に
設
置
し
、
地
域
の
皆
様
に
も
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
缶
の
リ
ン
グ
プ
ル
は
、
約　
�
貯
ま

６６０

る
と
車
椅
子
な
ど
の
介
護
用
品
と
交
換
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
は
、
約　

個
で

８００

子
ど
も
一
人
分
の
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン（　

円
）

２０

に
な
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
再
資
源
化
し
て
、

世
界
の
子
ど
も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
送
っ
て

い
ま
す
。

　

上
富
良
野
の
青
少
年
健
全
育
成
を
す
す
め

る
会
事
務
局
で
は
、
各
学
校
の
リ
ン
グ
プ
ル

と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
町
１
つ
に
取

り
ま
と
め
て
い
ま
す
。　

　

今
年
度
１
年
間
で
は
、
次
の
数
量
が
各
学

校
全
体
で
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

【
平
成　

年
度
の
回
収
】

２３

�
リ
ン
グ
プ
ル
回
収
量　
　
�90

�
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
回
収
量　
　
�480

テ
ー
マ
は
「
い
の
ち
」

な
か
よ
し
サ
ミ
ッ
ト
で
話
し
合
い
活
動

み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
よ
り
良
い
生
活
に

　

交
通
安
全
の
取
り
組
み
と
し
て
、
自
転
車

三
か
条
を
各
学
校
で
決
め
て
い
ま
す
。

�
並
行
し
な
い

�
暗
く
な
っ
た
ら
ラ
イ
ト
点
灯

�
横
断
歩
道
で
は
押
し
て
歩
く

　

雪
解
け
後
、
自
転
車
の
乗
り
方
で
も
児
童

生
徒
に
声
掛
け
を
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育

成
に
地
域
一
体
と
な
り
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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教
育
賞　

　

学
芸
賞　

全
道
以
上
の
作
品
展
で
入
賞
又
は
コ
ン
ク
ー
ル
で
活
躍
し
た
個

人
・
団
体

　

体
育
賞　

管
内
レ
ベ
ル
又
は
、
全
道
大
会
レ
ベ
ル
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
出
場
し
認
め
ら
れ
た
個
人
・
団
体

　

努
力
賞　

皆
勤
し
た
児
童
・
生
徒
、
新
聞
紙
上
な
ど
で
認
め
ら
れ
た
個

人
・
団
体

教
育
奨
励
賞　

教
育
賞
各
区
分
の
基
準
に
及
ば
な
い
が
、
一
生
懸
命
に
努
力

し
、
活
躍
し
た
個
人
・
団
体

�
教
育
賞（
学
芸
賞
）

　

高
田
幼
稚
園　

渡
辺
柚
月
、
堂
田
佑
実

�
教
育
賞（
努
力
賞
）

　

高
田
幼
稚
園　

荒
田
宰
佑
、
掛
田
真
央

�
教
育
賞（
学
芸
賞
）

　

上
富
良
野
小
学
校　

金
子
宝
永
、
坂
本
優

日
、
河
原
里
彩
、
伊
藤
海
華
、
苅
田
燈

和
、
吉
河
茜
音
、
小
玉
彩
友
里
、
佐
々

木
康
陽
、
山
形
加
奈
絵
、
北
村
奈
々

　

東
中
小
学
校　

青
木
千
鶴

�
教
育
賞（
努
力
賞
）

　

上
富
良
野
小
学
校　

原
田
雪
乃
、
世
坂
世

奈
子　
　

　

上
富
良
野
西
小
学
校　

道
仙
美
鈴

　

江
幌
小
学
校　

春
名
勇
輝

�
教
育
賞（
学
芸
賞
）

　

上
富
良
野
中
学
校　

佐
藤
美
帆
、
佐
藤
実

結
、
菅
原
万
夜
里
、
内
田
恭
平
、
江
嶋

彩
音
、
多
田
明
日
華
、
鶴
谷
朱
音
、
西

方
彩
美
莉
、
増
子
侑
花
、
安
田
愛
梨
、

五
代
儀
り
か
、
小
松
芽
生
、
轟
木
沙
耶
、

春
山
由
依
、
村
上
穂
香　

�
教
育
賞（
体
育
賞
）

　

上
富
良
野
中
学
校　

佐
々
木
勇
輔
、
高
橋

主
、
長
谷
川
大
也
、
井
口
鉄
雄
、
菅
野

建
章
、
藤
田
陸

　

東
中
中
学
校　

小
松
大
介
、
池
上
友
梨　

�
教
育
賞（
努
力
賞
）

　

上
富
良
野
中
学
校　

虻
川
康
平
、
石
田 

人
、
建
名
築
、
新
関
友
基
、
本
城
慶
弥

村
川
聖
人
、
五
代
儀
り
か
、
入
江
彩
乃

村
上
穂
香
、
江
尻
侑
馬
、
大
谷
侑
也
、

園
部
一
真
、
藤
田
隆
太
、
江
嶋
彩
音
、

�
教
育
奨
励
賞（
努
力
賞
）

　

上
富
良
野
高
校　

松
実
あ
り
さ
、
福
澤
美

帆
、
林
芙
美
香
、
林
奈
央
子
、
滝
上
知

加　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
で
活
躍
さ
れ
た

児
童
・
生
徒
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

樺
真
理
子
、
久
野
か
ほ
り
、
鶴
谷
朱
音

安
田
愛
梨
、
高
橋
主
、
谷
悠
太
郎
、
西

山
浩
生
、
山
中
一
平
、
大
塚
麻
由
、
岡

部
侑
佳
、
菊
地
彩
花
、
佐
藤
実
結
、
渡

 

彩
花　
　

　

東
中
中
学
校　

宮
ヶ
丁
克
典　
　

小
学
生

小
学
生

幼

児

幼   
児

中
学
生

中
学
生

高
校
生

高
校
生

�
教
育
奨
励
賞（
学
芸
賞
）

　

上
富
良
野
西
小
学
校　

西
塚
大
悟　

　

東
中
小
学
校　

山
田
尊
大　

　

江
幌
小
学
校　
 

田
サ
キ
、
築 

紗
菜

�
教
育
奨
励
賞（
努
力
賞
）

　

上
富
良
野
小
学
校　

小
野
寺
菜
摘
、
北
村

虹
葵
、
迫
田
明
莉
、
菅 

士
、
仙
頭
凌
、

大
黒
谷
悠
汰
、
長
谷
川
朱
里
、
林
優
樹
、

春
山
嘉
紀
、 

田
華
乃
葉
、
本
間
茜
、

南
啓
人
、
飯
村
友
弥
斗
、
岡
部
未
佳
、

奥
野
颯
、
菊
地
純
平
、
北
村
和
也
、
須

藤
優
伽
、
高
橋
茉
美
、
湯
川
翔
太　
　

　

上
富
良
野
西
小
学
校　

岡
田
蓮
姫
、
佐
々

木
周
士
、
長
谷
山
拓
也
、
水
谷
綾
乃
、

遠
藤
菜
々
美
、
深
田
雅
貴　
　

教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨
励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励励

教
育
賞
・
教
育
奨
励
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受
賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

賞
受
賞
者
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第　

回
か
み
ふ
ら
の
雪
ま
つ
り

48

　

第　

回
か
み
ふ
ら
の
雪
ま
つ
り
が
日
の
出
公
園
特
設
会
場
で

48

開
催
さ
れ
、
家
族
連
れ
や
子
ど
も
た
ち
な
ど
、
お
よ
そ
１
千　

人
500

が
来
場
し
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
雪
像
で
の
記
念
撮
影
や
イ
ベ
ン

ト
へ
の
参
加
な
ど
雪
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

雪
ま
つ
り
は
、
滑
り
台
付
き
大
雪
像
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
の
ス

テ
ー
ジ
で
の
、
上
富
良
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
始
ま
り

ま
し
た
。
陸
上
自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏

も
行
わ
れ
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
会
場
で
は
、
宝
さ
が
し
、
親
子
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
滑
り
台
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
、
ス
ノ
ー
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
の
体
験
搭
乗
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
体
験
搭
乗
は

人
気
が
あ
り
、
搭
乗
者
は
普
段
で
き
な
い
体
験
に
歓
声
を
上
げ

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
雪
像
は
陸
上
自
衛
隊
第
二
戦
車

連
隊
と
商
工
会
青
年
部
に
よ
り
制
作
さ
れ
、
大
小
様
々
な
滑
り

台
や
か
ま
く
ら
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

広報担当者が見て歩いた、
２月に行われた町内でのできごとを紹介します
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2／5

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
発
揮

か
み
ふ
ら
の
雪
合
戦
大
会

　

か
み
ふ
ら
の
雪
合
戦
大
会
が
社
会
教

育
総
合
セ
ン
タ
ー
横
広
場
で
開
催
さ

れ
、　

チ
ー
ム　

人
が
参
加
し
、
小
学

19

155

低
学
年
・
小
学
高
学
年
・
混
成
・
一
般

の
部
で
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
仲
間
の
声
援
を
受
け
、
参

加
者
は
、
チ
ー
ム
内
で
作
戦
を
練
り
、

チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
雪
玉
を
投
げ
、
旗
を

め
ざ
し
前
進
、
敵
の
コ
ー
ト
へ
突
き
進

む
な
ど
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。

�
優
勝
チ
ー
ム

・
小
学
低
学
年
の
部
「
西
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

イ
エ
ロ
ー
」

・
小
学
高
学
年
の
部
「
上
ジ
ャ
ガ
Ｃ
」

・
混
成
の
部
「
ぶ
た
の
し
っ
ぽ
」

・
一
般
の
部
「
し
ょ
う
ゆ
」　

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

団
体
、　

人
が
参

12

454

加
し
、
高
齢
者
世
帯
な
ど
町
内　

世
帯

75

の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
屋
根
か
ら
落
ち

て
た
い
積
し
た
雪
の
除
雪
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
各
地
区
の

民
生
委
員
が
事
前
に
、
独
居
老
人
や
高

齢
者
を
対
象
に
屋
根
の
雪
下
ろ
し
な
ど

の
希
望
を
聞
き
取
り
、
希
望
者
宅
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い

る
個
人
や
団
体
が
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。

　

参
加
者
は
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ

ー
か
み
ん
で
出
発
式
を
行
っ
た
後
、
各

世
帯
に
分
か
れ
、
お
よ
そ
2
時
間
を
か

け
て
汗
を
流
し
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

2／4

地
域
の
た
め
に

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

十
勝
岳
の
噴
火
を
想
定
し
た
十
勝
岳

噴
火
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
、
避

難
地
区
の
住
民　

人
が
避
難
訓
練
に
参

217

加
し
ま
し
た
。

　

自
衛
隊
車
両
に
よ
る
避
難
者
輸
送
や

自
衛
隊
、
消
防
、
警
察
が
連
携
し
て
避

難
し
て
い
な
い
方
の
確
認
、
自
主
防
災

組
織
に
よ
る
避
難
所
運
営
協
力
な
ど
の

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

島
津
球
場
で
は
、
自
衛
隊
、
警
察
、

消
防
な
ど
に
よ
る
救
助
救
出
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
救
助
犬
に
よ
る
捜
索
活

動
や
建
物
や
車
両
か
ら
の
救
助
訓
練
な

ど
が
行
わ
れ
、
見
学
者
は
目
の
前
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
訓
練
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

2／24

災
害
に
備
え
、十
勝
岳

噴
火
総
合
防
災
訓
練

　

大
嶋
啓
介
さ
ん
に
講
演
し
て
も
ら
お

う
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
講
演
会
が

公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
嶋
啓
介

氏（
居
酒
屋
て
っ
ぺ
ん
創
業
者
）を
講
師

に
「
元
気
な
大
人
を
た
く
さ
ん
増
や
そ

う
」
と
題
し
て
、
高
校
生
以
下
と
一
般

の
２
部
に
分
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
部
で
は
小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で

お
よ
そ　

人
、
２
部
で
は
一
般
の
方
お

270

よ
そ　

人
が
訪
れ
ま
し
た
。

220

　

１
部
の
講
演
で
は
、
居
酒
屋
「
て
っ

ぺ
ん
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
な
が
ら
、

両
親
や
自
分
に
関
わ
る
様
々
な
人
々
に

感
謝
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
、
人
の

能
力
を
引
き
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

2／14

大
嶋
啓
介
さ
ん
講
演
会
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fo
rm
a
tio
n

広報かみふらの ２０１２.3   �

募
集
し
ま
す

平
成　

年
自
衛
官

２４

総
務
課 
基
地
調
整
室

　
　
�
�
6
9
8
0

　

自
衛
隊
で
は
、
平
成　

年
自
衛
官

２４

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

一
般
幹
部
候
補
生

�
資
格　
　

歳
以
上　

歳
未
満
で
大

２２

２６

学
卒
又
は
卒
業
見
込
み
の
方

※
平
成　

年
４
月
１
日
現
在

２５

�
試
験
日　

５
月　

日（
土
）

１２

�
受
付
締
切　

４
月　

日（
金
）

２７

申
込
み
・
問
合
せ

　

上
富
良
野
地
域
事
務
所

　
�
�
3
4
1
2

か
み
ん
プ
ー
ル

プ
ー
ル
教
室

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
7

　

左
表
の
と
お
り
、
４
月
１
日
か
ら

６
月　

日
ま
で
の
プ
ー
ル
教
室
ス
ケ

３０

ジ
ュ
ー
ル
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

か
み
ん
プ
ー
ル
・
浴
室
休
止

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
7

　

次
の
期
間
、
清
掃
・
点
検
の
た
め

プ
ー
ル
・
浴
室
を
休
止
し
ま
す
。

休
止
期
間　

4
月
9
日（
月
）〜　

日
12

（
木
）

日土金木水火月

一般利用

一般利用９時

頑張る
ダイエット
（4０分）

ルンルン
アクア
（40分）

頑張る
ダイエット
（4０分）

チェンジ
ボディ
（4０分）

頑張る
ダイエット
（4０分）

アクア
ビクス
（45分）

１０時～

一般利用（教室終了後２０分間 流水タイム）１１時～１４時

一般利用
燃焼
ウォーク
（４０分）

脚力の
すすめ
（40分）

ルンルン
アクア
（40分）

スリム
ウォーク
（４０分）

チェンジ
ボディ
（４０分）

１４時～

一般利用（教室終了後２０分間 流水タイム）  ※土・日曜日は１５時～１５時２０分１５時～１９時

一般利用

チェンジ
ボディ
（４０分）

よくばり
アクア
（5０分）

スリム
ウォーク
（40分）

燃焼
ウォーク
（40分）

メンズ
エクサ
（４０分）

脚力の
すすめ
（４０分）

１９時～

一般利用（教室終了後２０分間 流水タイム）～２０時３０分

＊「流水タイム」は、時間内でフローマシンを利用できます。
＊開催時は１コース使用しますのでご了承ください。（日曜日は１５時のみ）
＊初めてプールに入る方は個別に対応しますので、プールスタッフに声をおかけください。

かみんプール教室スケジュール 【４月１日～６月３０日】

NEW

復活

予
備
自
衛
官
補

総
務
課 
基
地
調
整
室

　
　
�
�
6
9
8
0

　

自
衛
隊
で
は
、
予
備
自
衛
官
補
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

試
験
日　

４
月　

日（
金
）〜　

日

１３

１６

（
月
）の
い
ず
れ
か
１
日

受
付
締
切　

４
月
４
日（
水
）

募
集
区
分

�
技
能　

衛
生
、
語
学
、
整
備
、
情

報
処
理
、
通
信
、
電
気
、
建
設

�
一
般　

対
象　

日
本
国
籍
を
有
す
る
次
の
方

�
技
能　
　

歳
以
上（
年
齢
上
限
は

１８

技
能
区
分
に
よ
る
）で
国
家
免

許
資
格
な
ど
を
有
す
る
方

�
一
般　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方

１８

３４

申
込
み
・
問
合
せ

　

上
富
良
野
地
域
事
務
所

　
�
�
3
4
1
2

臨
時
運
転
手

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ

　
　
�
�
2
3
0
0

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ
で
は
、
臨
時

運
転
手
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

業
務
内
容　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
利
用

者
の
送
迎
及
び
施
設
管
理
業
務

応
募
要
件　

大
型
免
許
を
所
持
し
、

週
5
日
程
度
の
勤
務
が
で
き
る
方

募
集
人
員　

1
人

申
込
期
限　

3
月　

日（
金
）

23

申
込
み
・
問
合
せ

　

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ
イ
ツ

　
�
�
2
3
0
0

NEW

開
催
し
ま
す

子
ど
も
落
語
口
演
会

保
健
福
祉
課 
子
育
て
支
援
班

　
　
�
�
6
9
8
7

　

西
児
童
館
事
業
と
し
て
子
ど
も
落

語
口
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
入
場
は

無
料
で
す
。

日
時　

3
月　

日（
土
）　　

時　

分

24

13

30

場
所　

西
児
童
館

対
象　

お
お
む
ね
３
年
生
以
上
の
小

学
生

※
保
護
者
や
地
域
の
方
も
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

内
容　
 
旭
笑
長
屋 （
旭
川
に
笑
い
の

き
ょ
く
し
ょ
う
な
が
や

文
化
を
根
付
け
よ
う
と
市
内
の
落

語
好
き
が
仲
間
を
集
め
１
９
８
６

年　

月
発
足
）の
落
語
家
さ
ん
に

１２
よ
る
子
ど
も
向
け
の
寄
席
で
す
。

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　
�
�
6
9
8
7

法
務
省
専
門
職
員
募
集

総
務
課 
総
務
班
　
　
�
�
6
4
0
0

　

法
務
省
で
は
、
専
門
職
員
を
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

募
集
職
種　

矯
正
心
理
専
門
職
、
法

務
教
官
、
保
護
観
察
官

第
１
次
試
験
日　

６
月　

日（
日
）

１０

受
付
期
間

�
郵
送
・
持
参

　

４
月
２
日（
月
）〜
３
日（
火
）

�
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

　

４
月
２
日（
月
）〜　

日（
木
）

１２

問
合
せ

　

人
事
院
北
海
道
事
務
局

　
�
0
1
1
‐
2
4
1
‐
1
2
4
8

　

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/juke

n.htm
l

http://w
w
w
.m
oj.go.jp/shikaku_sa

iyo_index.htm
l
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谷口     
たにぐち

 トミ子  さん
と み こ

　先月号の 戸さんからめぐって、谷口トミ子さ
んにお逢いしました。
『 戸さんとは、東中婦人部からの長い付き合い
になります。 戸さんが、上富良野町赤十字奉仕
団で活動していて、声を掛けていただきボラン
ティアに一緒に行っています。今は、息子夫婦の
手伝いをして毎日を送っています。今年、孫が成
人を迎えました。孫７人、皆のその日の姿を見る
のが楽しみです。それには元気でいたいと思い、
ボランティアで参加している「お元気会」で覚えた
運動を自宅でしています。暖かくなってくると忙
しくなりますが、種をまいて芽が出て、秋になって
若い人たちが喜ぶ作物に育って欲しいなと、早い
話ですが外を眺めて思っています。これといった
趣味もなく何の取り柄もありませんが、大人に
なって行く孫の姿を見たいし、草むしりもしたい
し、元気でいたいので欲張って頑張っています。』

昭和18年生まれ
東9線北18号

み ん なの 伝 言 板

陶芸体験してみませんか
　４月から体験者を募集します。楽しみながら自分だけ
の作品を作ってみませんか。
日時　毎週月・火曜日（月８回）　１３時～
場所　泥流窯（富町１丁目１－４）
会費　４,０００円（粘土他諸材料費）
指導者　及川偵三
申込み・問合せ　及川偵三　��2451

第５回トカチルゥチシ伝承堅雪フットパス
　富良野地方の「発見と開
拓」につながるアイヌの古
い道を松浦武四郎の記録を
基に歩きます。
日時　４月８日（日）　７時
　　　集合　東中パークゴルフ場駐車場（東中郵便局隣）
　　　※悪天候時は中止。
経路　�ルゥチシ班　演習場倍本口から布部川へ。
　　　�フットパス班　演習場倍本口からサッテキペペ

ルイ上流往復。
参加料　ルゥチシ班　1,000円　足に自信のある方
　　　　フットパス班　５００円　のんびり歩きたい方
持ち物　昼食・飲み物・おやつ・暖かい服装・ストック・
かんじき又はスノーシュー
申込締切　３月３１日（土）
申込み・問合せ　
　ルゥチシ班　山谷　��4797
　フットパス班　佐川　�090-4877-2396

＜155年前の松浦武四郎の写生図＞

わが家の
ア�イ�ド�ル

就学前までのお子さんを募
集しています。

町民生活課自治推進班
��６９８５

�充裕さん・智子さんの子�

籔内      喜 奈 子
や ぶ う ち

        ちゃん

き な こ

（１歳１か月）
岩 崎      百 華
い わ さ き

       ちゃん

も も か

（２歳２か月）

�安伸さん・早紀さんの子�
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すぐできるエコ活動
ー栄養士からのメッセージー栄養士からのメッセージーー

『韓国風すき焼き煮』『韓国風すき焼き煮』

� わかば愛育園 �

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっここここここここここここここここここここここここここここここギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギギャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャララララララララララララララララララララララララララララララリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリリーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

『おひなさま』 『おひなさま』
柳  瀬        拓  真
や な せ

      くん
た く ま

（平成１７年生まれ）
齋    藤        月    花
さ い と う

      ちゃん
る な

（平成１８年生まれ）

食育の食育の 推推進進
限られたエネルギーを守る   ～水車（小水力発電）～
　再生可能エネルギーの一つとして、小水力発電が注目を
浴びています。
　道内でも古くから住民の生活を支えていましたし、富良
野市では官と民が一体となり水車が設置されたことが報
道されています。
　小水力発電は河川や砂防ダム、農業用水などの水流を利
用した出力1,000kw以下の発電で、新たなダムを作らなく
ても環境の負荷が少ないものとして、可能性を大きく秘め
たものであると紹介されていますが、法的な問題も多く河
川の流水を活用する場合、河川法の許可が必要となり、管
理者が許可をする場合には公共性・公平性の観点から一部
の方の利益に寄与するものではなく、できるだけ町民全体
の利益になることが必要となります。特定の方が使用す
る電気を無料にしたり、売電して個人の利益になることは
難しいとされています。
　小水力発電は、クリーンな発電ではありますが、設置ま
でには流量調査や法的手続きなど手間がかかることから、
具体的な取り組みはまだ少ない状況にありますが、未利用
水力など自然から得られる可能性があるエネルギーの取
り組みの
検証を、
今後も進
めていき
ます。

問合せ　町民生活課生活環境班　��６９８５

　野菜の目標摂取量は１日３５０�以上です。国民健康・栄
養調査では、成人の１日の野菜摂取量は２９５.３�とやや少
ないのが現状です。メタボリックシンドロームや生活習
慣病の予防と改善のため、野菜をしっかりとりましょう。
�材料（１人分）

�作り方
�豚もも肉はしょうゆとみりん（１：１）で下味をつけ、た
まねぎはくし切り、焼き豆腐は色紙切り、白滝はブツ
切り、にんじんはいちょう切り、長ねぎは斜めにみじ
ん切り、えのきだけは半分に切る。にんにく、しょう
が、りんごはすりおろす。
�いため油で豚もも肉をいため、次に長ねぎとえのきだ
け以外の野菜を入れ、いためる。
�しょうゆ、酒、砂糖、白すりごま、にんにく、しょうが、
りんご、ごま油を合わせておき、�の中に入れる。
��に焼き豆腐・えのきだけを入れ火が通ったら、長ねぎ
を入れる。
�味を調え、最後に唐がらしを振り入れる。
�栄養価　エネルギー１６６�　食物繊維３�　塩１.２�
�メニューのポイント
　ちょっぴり辛い味付けなので、たっぷり野菜や豆腐が
食べられます。

問合せ　学校給食センター　��３８２９

１.５�白すりごま１０�長ねぎ２５�豚もも肉
０.３�にんにく５�えのきだけ４０�たまねぎ
０.３�しょうが１�炒め油４０�白菜
５�りんご７�しょうゆ４０�焼き豆腐
０.３�ごま油１.５�酒３０�白滝
少々一味唐がらし１.５�砂糖１０�にんじん

水力発電のしくみ

取水口 導水路

取水堰
水槽

水圧管路

水車

放水路

（落差）

放水口



■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷

■ご意見・ご感想をお寄せください
　�０７１‐０５９６
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　大町２丁目２番１１号
　�０１６７�６９８５　�０１６７�５３６２
http://www.town.kamifurano.hokkaido
.jp
jichi@town.kamifurano.lg.jp

● 人のうごき ●

平成24年２月29日現在
(　)は前月比

( －３ )11,785人人 口

( －８ )5,943人男

( ＋５ )5,842人女

( －９ )5,304世帯世帯
２月23日 生活安全推進協議会女性部護身術教室 
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町へ
◎鈴木八重子さん　　　　　　　１０万円

◎ベンチャーキッズかみふっ子  ２５,２４９円

◎株式会社北菱（富良野市）　　　５０万円

ラベンダーハイツへ
◎菊池シズ子さん　　　　　　　10万円

◎三好義行さん　　　ビデオカメラ１式

◎小泉節子さん　　　　　　車いす１台

◎今野載子さん　　　　　　車いす１台

◎上富良野町赤十字奉仕団

  　　　　　　　　　　　清拭用布４５０枚

　　　　　　　ティッシュペーパー５０箱

社会福祉協議会へ
◎北村範恒さん　　　　　　　　５万円

◎大場英幸さん　　　　　　　　オムツ

◎民生児童委員協議会　　　　　２万円

たくさんの善意
ありがとうございました

　黄砂は、主にユーラシア大陸のタクラマカン砂漠
やゴビ砂漠、黄土高原などの乾燥した地域の砂じん
（微細な砂粒）が低気圧の強風によって大気中に舞い
上がり、上空の強い西風（偏西風）に運ばれて日本列
島、中国大陸、朝鮮半島などの広い範囲に降下する
現象です。
　日本では、気象条件から春（3月から5月）に観測さ

れることが多く、空が黄褐色に煙ることがあります。
　黄砂が飛来すると、周りの景色がぼんやりかすみ、見通しが悪くなりま
す。身近なところでは、車や洗濯物などが汚れたり、高濃度時には視程が
悪化し航空機の運航に影響を与える場合があります。
　気象庁では、交通機関や日常生活に大きな影響を及ぼすような黄砂を観
測したり、予想したときには「黄砂に関する気象情報」を発表し注意を呼
びかけます。
　また、気象庁ホームページでは、黄砂情報（実況図）及び黄砂情報（予測
図）（地表付近の黄砂の濃度、大気中の黄砂の総量）を掲載していますので
ご活用ください。

旭川地方気象台ホームページ
　http://www.jma-net.go.jp/asahikawa/
問合せ
　旭川地方気象台総務課　�０１６６�７１０１

防 災 一 口 メ モ
ひ・と・く・ち

� 「黄砂について」

東日本大震災への義援金合計
（2月21日現在）  

12,447,064円
　上富良野町では、東日本大震災の被災者
の皆様を支援するため、義援金の取り組み
を行っています。
　多くの町民の皆様のご支援とご協力を引
き続きお願いします。

〇日本赤十字上富良野分区
　（町からの３００万円含む）

内　
　

訳

5,232,165 円

〇共同募金送付分
　（募金箱、社会福祉協議会受付分）

7,214,899 円

黄砂情報（実況図） 黄砂情報（予測図）


